
見学お役立ちシート

名称 チブサン古墳・オブサン古墳

住所 〒861-0554 熊本県山鹿市城字 西福寺

電話番号 【問い合わせ・申し込みは山鹿市立博物館 　0968-43-1145】9：00～17：00（年末年始・月曜など休館）

地図URL https://goo.gl/maps/eDjmufMVR6mEqCHL8

営業時間
見学所要時間
（目安）

チブサン古墳内部見学（1日2回、午前10時、午後2時）※感染症対策のため変更する場合があります。
所要時間：チブサン古墳パネル説明　約10分+石室内見学時間一名につき２～3分
　　チブサン古墳は石室内の保護施設まで狭い階段があるため、出入りに時間がかかります。
　オブサン古墳（見学自由）所要時間15分、オブサン古墳からチブサン古墳までの距離300m
　（ボランティアガイドは事前予約が必要です。）

料金
チブサン古墳内部見学
個人(１４名以下)一般・大学生１００円　高校生以下５０円
団体(１５名以上)一般・大学生　６０円　高校生以下３０円

駐車場・トイレ
チブサン古墳（駐車場あり、トイレなし）駐車場はバス不可
オブサン古墳（駐車場あり、トイレあり）

時代 原始（弥生・古墳）古墳時代後期（６世紀）
参考URL https://www.city.yamaga.kumamoto.jp/www/contents/1264125462844/

出典
『山鹿市の指定文化財』12～13頁
『山鹿のてびき』30頁

概要 ・国指定史跡。（大正11年指定）
・チブサン古墳は菊池川の支流岩野川に臨む平小城台地の東端、標高60mの小高い丘にあります。周辺1kmの範囲には、オブサン
古墳、馬塚古墳、付城横穴群、臼塚、金屋塚古墳、鍋田横穴群、弁慶ヶ穴古墳などが点在しています。
・チブサン古墳は、今から約1500年前（六世紀前半）に造られたとされる前方後円墳です。
築造当初は、周囲に溝を巡らし、墳丘には石を葺き、埴輪や石製装飾（石人）を置いていたようです。古墳内部は横から入る石室
があり、奥の部屋（玄室）には遺体を安置する石屋形が置かれています。その正面と左壁には、円や三角や菱形の連続した幾何学
模様が、右壁には、両手と両足を広げた人物の装飾などが描かれています。装飾は、赤・白・黒の三色が使われ、色あせることな
く、現在までその鮮やかさが残されています。
正面の二つの円文から「乳房さん」と呼ばれ、古くから「お乳の神様」として信仰の対象となっていました。それがチブサンとい
う名前の由来とも伝えられています。
・チブサン古墳は石室内部の壁画保存状態がとても良好で、日本の装飾古墳を代表する古墳の一つとされます。壁画保存のため公
開を制限しています。石室の精密なレプリカが熊本県立装飾古墳館に展示してあります。
・オブサン古墳は、六世紀後半頃に造られたとされる円墳です。墳丘は、石室に向う道の両脇が突き出るという、特異な形をして
います。
・熊本県の「風土記の丘」構想をもとに、典型的で雄大な横穴式石室として公開できるよう整備を進めることとし、昭和５９・６
０年に熊本県教育委員会が発掘調査を実施した。発掘調査の結果、直径２２メートルで幅４メートル前後の周溝がめぐることが判
明しました。


